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五
月
十
九
日
㈫
、
午
後
三
時
よ
り
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
お
い
て
、
第
四
十
七
回
福
井
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
定

期
総
会
が
代
議
員
二
十
九
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坪
内
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
総
会
議
長
に
谷
池
氏
（
連
合
福
井
）
を
選
出
、
来
賓
に
福
井
県
産
業
労
働
部
三
足
課

長
、
福
井
市
労
政
課
保
珍
課
長
を
迎
え
、
挨
拶
に
立
っ
た
労
福
協
馬
場
会
長
は
「
正
・
非
正
規
問
わ
ず
人
間
と
し
て
、
働

く
も
の
と
し
て
生
活
安
定
に
向
け
た
運
動
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
で
メ
ン
タ
ル
面
や
経
済
的
理
由

に
よ
る
自
殺
者
が
依
然
と
し
て
多
い
、
そ
の
よ
う
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ
働
く
人
々
が
連
帯
し
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
社
会
を
目
指
し
て
行
こ
う
！
」

と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
両
名
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
吉
田
副
会
長
が
提
案
を
行
い
、
新

規
活
動
を
含
め
た
こ
の
一
年
間
の
活
動
報
告
（
08
年
）
と
決
算
内
容
及
び
新
年
度
の
活
動
方
針(

09
年)

と
新
年
度
予
算
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
を
行
い
、
荒
谷
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
及
び
活
動
方
針
や
新
役
員
（
表
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

Ⅰ
政
策
・
制
度
の
改
善
を

　

求
め
る
要
求

　

⑴
国
レ
ベ
ル
の
要
求
と

　
　

し
て
、
地
方
労
福
協

　
　

会
議
や
、
中
部
ブ
ロ

　
　

ッ
ク
幹
事
会
な
ど
を

　
　

通
し
て
、
各
県
労
福

　
　

協
の
要
求
を
取
り
ま

　
　

と
め
次
の
４
点
に
つ

　
　

い
て
運
動
を
進
め
ま

　
　

し
た
。
①
割
賦
販
売

　
　

法
改
正
実
現
に
伴
う

　
　

課
題
（
消
費
者
行
政

　
　

の
一
元
化
・
相
談
機

　
　

能
の
強
化
）
②
生
活

　
　

保
護
制
度
の
改
善
、

　
　

反
貧
困
問
題 

③
後
期

　
　

高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　

廃
止
④｢

遠
位
型
ミ

　
　

オ
パ
チ
ー｣

難
病
指

　
　

定
の
認
定
の
署
名
活

　
　

動
。

　

⑵
自
治
体
要
請
と
し
て
、

　
　

対
知
事
要
請
を
行
い

　
　

ま
し
た
。
労
福
協
と

　
　

し
て
は
ラ
イ
フ
サ
ポ

　
　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井

　
　

へ
の
支
援
と
広
報
協

　
　

力
、
並
び
に
消
費
者

　
　

対
策
（
消
費
者
セ
ン

　
　

タ
ー
）
の
充
実
と
強

　
　

化
を
要
請
し
ま
し
た
。

Ⅱ
事
業
団
体
支
援
活
動

　

⑴
連
携
強
化
実
務
責
任

　
　

者
会
議
や
事
業
団
体

　
　

ト
ッ
プ
連
絡
会
議
を

　
　

行
い
、
各
事
業
団
体

　
　

の
現
状
と
課
題
に
つ

　
　

い
て
議
論
・
連
携
を

　
　

確
認
し
ま
し
た
。

　

⑵
労
働
金
庫
の
全
国
合

　
　

併
「
日
本
労
金
」
に

　
　

つ
い
て
、
運
動
の
推

　
　

進
と
全
国
合
併
に
つ

　
　

い
て
意
見
交
換
や
論

　
　

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

（
６
回
開
催
）

Ⅲ
事
業
活
動

　

⑴
勤
労
者
生
活
設
計
支

　
　

援
事
業
と
し
て
、
勤

　
　

労
者
の
た
め
の
労
働

　
　

問
題
基
礎
講
座
を
６

　
　

地
区
で
開
催
し
ま
し

　
　

た
。
内
容
は
、
①
職

　
　

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

　
　

ス
に
つ
い
て
②
年
金

　
　

問
題
に
つ
い
て
③
裁

　
　

判
員
制
度
に
つ
い
て

　
　

④
激
動
す
る
地
域
社

　
　

会
と
経
済
に
つ
い
て

　
　

⑤
生
活
相
談
事
例
と

　
　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
等
で

　
　

し
た
。

　

⑵
く
ら
し
な
ん
で
も
相

　
　

談
事
業
と
し
て
福
井

　
　

市
以
外
の
８
市
で
前

　
　

・
後
期
で
実
施
し
ま

　
　

し
た
。
開
催
周
知
は
、

　
　

新
聞
広
告
と
自
治
体

　
　

広
報
を
媒
体
と
し
ま

　
　

し
た
。
延
べ
16
会
場

　
　

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

⑶
文
化
事
業
と
し
て
、

　
　

福
井
県
勤
労
者
美
術

　
　

展（
第
58
回
）や
親
子

　
　

ふ
れ
あ
い
事
業
（
６

　
　

地
区
）を
開
催
、
ス
ポ

　
　

ー
ツ
関
係
は
、
勤
労

　
　

者
綱
引
大
会
（
協
賛
）

　
　

や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
（
補
助
）
を
実
施
、
ま

　
　

た
文
化
公
演
等
の
入

　
　

場
料
を
助
成
し
参
加

　
　

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〔
基　

調
〕

　

１
．
自
主
福
祉
事
業
団

　
　

体
の
発
展
の
た
め
、

　
　

労
働
団
体
及
び
事
業

　
　

団
体
と
連
携
し
、
基

　
　

盤
強
化
を
目
指
す
と

　
　

と
も
に
相
互
理
解
に

　
　

努
め
ま
す
。

　

２
．
事
業
推
進
に
あ
た

　
　

っ
て
は
、
関
係
組
織

　
　

労
働
者
を
軸
と
し
て
、

　
　

未
組
織
労
働
者
や
Ｏ

　
　

Ｂ
の
参
加
も
視
野
に

　
　

入
れ
な
が
ら
推
進
し

　
　

ま
す
。

　

３
．
央
労
・
中
部
ブ
ロ

　
　

ッ
ク
・
北
陸
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
の
労
福
協
を
中
心

　
　

に
連
携
や
情
報
交
換

　
　

を
行
い
、
必
要
な
課

　
　

題
に
あ
っ
て
は
統
一

　
　

行
動
に
参
加
し
て
い

　
　

き
ま
す
。

主
な
活
動
内
容（
報
告
）

二
〇
〇
九
年
度
の

　
　
活
動
の
基
調
と
方
針

〔
重
点
方
針
〕

(

政
策
・
制
度
の
改
善) 

　

自
治
体
へ
の
要
求
に
つ

　

い
て
は
、
連
合
福
井
並

　

び
に
各
地
協
と
協
議
し

　

な
が
ら
、
事
業
団
体
の

　

要
求
内
容
に
照
ら
し
て

　

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

（
県
並
び
に
必
要
に
応

　

じ
て
市
町
村
へ
要
請
す

　

る
）

（
自
主
福
祉
事
業
の
強
化
・
発
展
）

　

労
福
協
の
会
員
で
あ
る

　

連
合
福
井
と
関
係
を
綿

　

密
に
し
な
が
ら
、
各
事

　

業
団
体
間
の
相
互
理
解

　

を
さ
ら
に
深
め
る
手
立

　

て
を
考
え
、
自
主
福
祉

　

事
業
の
各
団
体
の
連
携

　

・
強
化
を
進
め
て
行
き

　

ま
す
。

（
分
野
毎
の
事
業
展
開
）

　

生
活
設
計
支
援
の
た
め

　

の
事
業
と
し
て
、
「
労

　

働
問
題
基
礎
講
座
」
や

　

「
退
職
前
後
セ
ミ
ナ
ー

　

」
な
ど
の
講
演
・
研
修

　

会
を
開
催
し
ま
す
。
文

　

化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
事

　

業
は
、
勤
労
者
美
術
展
、

　

綱
引
大
会
な
ど
を
実
施

　

し
ま
す
。
生
活
セ
ー
フ

　

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

　

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談

　

会
の
実
施
や
ラ
イ
フ
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福
井

　

の
相
談
機
能
を
高
め
て

　

ま
い
り
ま
す
。

挨拶する馬場会長

2009年度福井県労福協役員名簿
（2009年5月19日～2010年5月総会まで）

役 　 職
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〃
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事 務 局 長
事務局次長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

選 出 団 体
連　　　合
員外（専従）
労 働 金 庫
全 労 済
連　　　合
員外（専従）
副会長兼務
員外（専従）
連　　　合
連　　　合
連　　　合
連　　　合
連　　　合
連　　　合
連　　　合
連　　　合
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労 働 金 庫
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※

氏 　 　 　 名
馬　場　修　一
吉　田　哲　夫
荒　谷　一　井
坪　内　佳　久
宮　崎　伸　介
宮　下　正　一
吉　田　哲　夫
早　見　幸　夫
上　木　雅　雄
久　保　主　計
田　中　　　一
牧　野　恭　英
吉　田　啓　三
渡　辺　大　輔
山　岸　克　司
酒　井　里　巳
八　幡　雄一郎
岩　崎　眞　次
倉　本　健　二
藤　川　武　夫
川　﨑　周　市
山　口　克　家
斉　藤　重　範
成　田　正　一

※新役員
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　福井県本部では、4月24日（金）～25日（土）ユニオンプラザ福井に
おいて、「第5期生活保障プランナー養成講座」を開催いたしました。
県内各協力団体より16名の方々の参加をいただき各テキストに基づ
いての研修をおこないました。
　現在福井県本部では約100名の登録をいただいており、自分自身
あるいは家族も含めての保障を考えるときの判断材料（ヒント）になっ
ており、今後もさまざまな情報発信・継続研修などを充実させてまいり
ます。

　

2
0
0
8
年
度
の
相
談
件
数
は
４
３
２
件
。 

（｢

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談=

出
張
相
談
」
含

む
）

専
門
家
・
福
祉
団
体
や
行
政
相
談
機
関
等
へ

の
取
次
ぎ(

誘
導
含
む)

は
、
計
1
3
4
件
。

内
訳
は
、
弁
護
士(

6
8
件)

・
司
法
書
士(

１
５
件)

、
労
金
・
全
労
済
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

機
関
等(

５
１
件)

と
な
り
ま
し
た
。

特
に
法
律
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
金
銭
・

財
産
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
り
、解
決（
納
得

含
む
）で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

お問い合わせ、旅行のご相談は ユニオントラベル福井まで 　1 0776-21-2312

う
、ま
た
は
相
談
内
容
に
則
し
た
団
体（
福
祉

団
体
や
行
政
相
談
機
関
な
ど
）に
取
次
ぎ（
誘

導
）す
る
な
ど
、
一
定
程
度
、
問
題
は
解
消
で

き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
特
徴
は
、『
無

料
で
弁
護
士
と
法
律
相
談
が
受
け
ら
れ
る
』

こ
と
で
あ
り
、今
後
に
お
い
て
も
、そ
の
こ
と

を
含
め
、積
極
的
な
広
報
・
周
知
活
動
に
よ
り
、

諸
問
題
を
か
か
え
て
い
る
方
々
か
ら
の
相
談

を
承
る
所
存
で
す
。　

今
年
度
の
相
談
概
要

は
左
記
の
通
り
で
す
。

相談内容

・相談内容の比率は、解雇・リストラの相談が全体の１９％（派遣・契約社員の
契約前含む雇い止めが目立つ）で、次いで就業規則関連が１６％、賃金、社会
保険関連 （それぞれ１３％）の順になっている。

・正規・非正規の分類では、正規４５％、非正規５５％であり、前年度（非正規７
５％）と比較すると、正規社員の比率（また人数）が増加している。

・前述の相談内容（解雇絡みや賃金問題が多い）や正規社員の相談増加は、前年
１０月以降の急激な景気下落（特に受注悪化により、雇用情勢に悪影響を及
ぼす）により、雇用環境面で厳しさが増していると見受けられる（非正規だけ
でなく正規社員も雇用面で厳しくなってきている）。

〔 労働問題　63件〕　

・相談内容としては、多重債務の相談が最も多く、その他では、個人間の貸借り
や相続関係、生活苦による金銭問題、身内の借金問題となっている。また、金
銭は生活していく上で、なくてはならないものであり、様々な問題に関連し
てきている。

・収入減少により、住宅ローンの返済が負担となっているケースや子供の進学
費の工面などの相談もあった。返済期間の延長や複数の借入れを、まとめる
ことで金銭問題が解決することもあった。（生活全般の相談と直接関係して
いる相談も多い）

・財産に関連して、生前贈与や推定相続人による親の相続について、また遺言な
どについて相談があった。

〔 金銭･財産　122件〕　

・生活に関わること（労働・金銭財産・社会保険等を除く相談）であり、多種多
様の相談があった。上記の金銭問題と関連している事柄も多かった。

・主な相談内容は、土地・建物の不動産関連。消費契約問題、家庭内問題、両親の
高齢問題、人間関係、交通事故、生活苦が原因の様々な悩みや、困りごとなど。

・下期に入ると、景気悪化による影響と考えられるが、金銭に関連する生活苦に
よる相談が増えてきている。また、将来の生活が不透明なこと、両親が高齢と
なるなかで、それに関する相談も少なくない。
＊取次（誘導）＝弁護士、社協、消費センター、ジョブカフェ、福祉課、社会保険庁等

〔 生活全般　131件〕　

・社会保険制度に関すること（年金・扶養・医療等･･･後期高齢者）。特に今年度は、
雇用保険（加入条件、加入の確認方法）や扶養（社会保険加入、税法上）に関す
る問い合わせが、それぞれ数件あった。
   （景気が思わしくない中で、雇用・健康・年金保険などの社会保険加入につ
いて、関心が高まったのではないかと思われる）

〔 諸制度関連やその他　48件〕　

2009年春
ユニオントラベルNEWS

＜生活保障プランナー養成講座内容＞

⑥金融商品の基礎知識
⑦損害保障の基礎知識
⑧理解度テスト
⑨終了書授与

①保障設計運動とライフプラン
②社会保障制度の基礎知識
③税金の基礎知識
④生命保障の基礎知識
⑤ユニステーション研修

24日 25日

第８０回福井県中央メーデーアンケート集計結果
ユニオントラベル福井

1.ユニオントラベル福井をご存知でしたか？
　はい→166人
　いいえ→80人

2.ユニオントラベル福井では航空券、ＪＲ券等きっぷ１枚
  からお気軽にご利用いただけることをご存知でしたか？
　はい→143人
　いいえ→101人

3.旅行を考える際の情報収集の方法
　旅行会社の店頭にあるパンフレット→182人
　新聞広告→110人
　インターネット→95人
　旅行情報誌→85人
　クチコミ→33人

4.家族旅行・出張等の手配の方法
　旅行代理店で直接→233人
　旅行代理店に電話→135人
　インターネット→144人

5.どんなところに旅行に行きたいですか？
　ＴＤＲ・ＵＳＪ等のテーマパーク→244人
　温泉地→133人
　北海道・沖縄・九州→152人
　海外→35人
　・スイス
　・グアム
　・ハワイ
　・オーストラリア
　・イギリス
　・バリ

就業規則関連  10件 解雇･リストラ  12件 賃　　金　8件

 雇用･労災保険  6件 社会保険関連  8件 組織相談　3件

退職金  4件 サービス残業  4件 分類なし　8件
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